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市
民
の
糸
な
さ
ん
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
萩
市
が
牛
と
縁
が
で
き
て

か
ら
二
度
目
の
丑
年
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

「
高
萩
の
馬
市
」
で
親
し
ま

れ
た
馬
産
が
行
き
詰
り
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
こ
ろ
、
馬
を
飼
っ
て

い
た
わ
た
く
し
た
ち
は
、
新
し

い
畜
産
の
方
向
を
求
め
て
青
年

学
級
の
仲
間
た
ち
と
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
先
進
地
を
歩
き
ま

わ
り
、
牛
の
伽
い
方
や
牧
野
の

つ
く
り
方
を
学
ん
だ
り
、
福
島

の
三
春
か
ら
何
頭
か
の
黒
牛
を

買
い
入
れ
て
飼
育
し
た
り
し
た

の
が
十
二
年
前
で
し
た
。

牛
は
角
が
あ
っ
て
執
念
深
い

と
か
、
ひ
ず
め
が
二
つ
に
わ
か

れ
て
い
る
か
ら
、
山
を
荒
し
て

林
業
が
だ
め
に
な
る
な
ど
と
い

う
話
し
が
、
ま
こ
と
し
や
か
に

伝
え
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で

し
た
。そ

の
後
、
県
や
関
係
機
関
の

熱
意
で
中
国
地
方
の
黒
牛
が
集

団
導
入
さ
れ
、
十
年
に
し
て
す

っ
か
り
牛
の
町
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
「
牛
を
馬
に
の
り

牛
の
ご
と
く
堅
実
に

高
萩
市
長

鈴
木
藤
太

か
え
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
高
萩
で
は
「
馬
を

牛
に
の
り
か
え
た
」
わ
け
で
す

過
日
当
市
で
Ⅲ
か
れ
た
関
東

肉
牛
共
進
会
で
は
、
牛
の
金
メ

ダ
ル
と
も
い
う
べ
き
名
誉
賞
を

高
萩
産
の
牛
が
猿
得
す
る
な
ど

今
や
全
国
的
に
も
「
高
萩
牛
」

が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

午
年
生
ま
れ
の
わ
た
く
し
が

馬
と
牛
を
剛
い
く
ら
べ
て
み
て

学
ぶ
点
か
多
い
の
に
気
づ
き
ま

す
。
燭
は
と
か
く
食
い
す
ぎ
飲

黙
す
ぎ
て
仙
刑
な
ど
を
起
こ
し

や
す
い
も
の
で
す
が
、
牛
は
落

ち
着
い
て
じ
つ
く
り
と
か
染
も

ど
し
な
が
ら
食
物
を
消
化
し
ま

す
し
、
山
へ
放
し
て
も
用
心
深

く
馬
よ
り
事
故
が
少
な
い
よ
う

で
す
。「

牛
の
町
」
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
高
萩
に
、
再
び
め
ぐ

っ
て
き
た
丑
年
の
こ
と
し
は
、

た
い
へ
ん
縁
起
が
よ
い
よ
う
で

す
。
牛
の
ご
と
く
堅
実
で
力
強

く
新
し
い
地
方
都
市
と
し
て
発

展
の
道
を
市
民
の
承
な
さ
ん
と

共
に
進
皐
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
春
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出

初
式
は
、
一
月
七
日
冷
雨
の
中

市
立
東
小
学
校
校
庭
に
、
三
百

十
八
人
の
消
防
団
員
と
二
十
三

台
の
ポ
ン
プ
車
や
小
型
動
力
ポ

ン
プ
車
、
一
台
の
救
急
車
が
参

加
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

式
は
午
前
九
時
三
十
分
に
は

じ
ま
り
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
者

へ
の
黙
と
う
な
ど
が
行
な
わ
れ

た
あ
と
、
人
員
や
機
械
器
具
の

点
検
な
ど
の
市
長
観
閲
か
あ
り

新
車
ひ
ろ
う
、
ポ
ン
プ
自
動
車

操
法
な
ど
の
代
表
演
技
、
消
防

署
員
に
よ
る
レ
イ
ン
ジ
ヤ
ー
訓

練
に
引
き
続
い
て
、
消
防
に
功

労
の
あ
っ
た
団
員
、
消
防
に
協

力
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
や
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

閉
式
後
、
校
庭
で
全
消
防
車

輌
な
ど
が
整
列
、
い
っ
せ
い
に

放
水
し
機
械
化
さ
れ
た
消
防
の

威
容
を
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
本
町
通
り
で
消
防
団
風

の
力
強
い
分
列
行
進
が
行
な
わ

れ
市
長
、
消
防
長
、
来
賓
の
方

々
の
観
閲
を
受
け
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

当
日
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
消
防
庁
長
官
一
永
年
勤
続
功
労

章
（
三
十
年
）
Ⅱ
佐
川
勝
一

▽
知
事
永
年
勤
続
功
労
章
（
四

十
年
）
Ⅱ
鈴
木
永
造
（
三
十
年
）

Ⅱ
根
本
栄
下
山
田
義
郎
豊

田
恒
鈴
木
勝
晴
根
本
武
雄

鈴
木
孝
（
二
十
年
）
Ⅱ
高
信
久

雄
石
沢
隆
鈴
木
彰
石
勝

忠
宇
佐
美
忠
箕
川
哲
之
助

大
部
直
教
宇
佐
美
勉
滝
英

雄
佐
川
三
次
佐
川
福
徳

佐
川
七
郎
豊
田
菊
男
豊
田

稔
美
小
見
守
一

▽
日
本
消
防
協
会
精
續
章
Ⅱ
鈴

木
勝
晴
▽
同
勤
続
章
Ⅱ
根
本
栄

下
山
田
義
郎
豊
田
満
雄
沢

田
留
鈴
木
一
三

▽
県
消
防
協
会
長
一
永
年
勤
続
功

労
章
Ⅱ
鈴
木
永
造
▽
同
優
良

分
団
表
彰
Ⅱ
市
消
防
団
第
六
分

団
▽
同
一
永
年
勤
続
消
防
団
員
妻

女
感
謝
状
Ⅱ
鈴
木
多
美
大
部

き
ぬ
子
黒
尾
つ
る
根
本
和

江
下
山
田
佐
恵
子
田
辺
こ

う
根
本
富
枝
藤
田
ハ
ル

豊
田
あ
さ
子
鈴
木
ゑ
よ
鈴

木
て
る
子
佐
川
道
子
佐
川

新
春
を
飾
る
出
初
式

市
監
査
委
員
に

大
都
直
光
氏
が
再
任

十
二
月
十
八
日
か
ら
開
か
れ

た
市
議
会
で
、
市
監
査
委
員
大

第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
市

談
会
は
、
十
二
月
十
八
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た

が
、
議
会
申
し
合
せ
に
よ
る
正

副
議
長
の
任
期
満
了
に
伴
な
い

改
選
が
行
な
わ
れ
、
議
長
に
大

和
田
知
之
氏
（
弱
）
有
明
町
一

の
二
○
、
副
議
長
に
棚
谷
立
夫

氏
（
弱
）
秋
山
二
四
四
が
そ
れ

ぞ
れ
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

あ
さ
の
鈴
木
り
え
子
鈴
木

節
子
豊
田
と
く

▽
市
長
感
謝
状
（
退
職
消
防
団

員
）
Ⅱ
鈴
木
徳
男
作
山
伝

佐
川
勝
一
矢
吹
篇
沢
田
留

根
本
金
寿
近
藤
富
直
荒
井

大
和
田
、
棚
谷
正
副
議
長
が
再
選

大和田議長

才
四
回
定
例
市
議
会
で

垂
鐸
瀧
剛
興

緬

Ⅱ

Ⅱ

噺

Ⅱ

”

職

》

》

》

壬

壬

》

一

》

《

這
匡
《凝

蝉

窪

一

蓉鈩

峠
年
十
二
月
七
日

熟
任
期
満
了
と
な

」
１
つ
た
の
で
、
次
期
委
員
に
再
任

一

ｒら
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同

た
意
を
得
た
の
で
、
同
日
付
で
選

一
一
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

幸
道
鈴
木
正
一
伊
藤
三
好

大
高
顕
下
山
田
一
男
高
野

三
蔵
白
土
弘
加
藤
誠
夫

矢
代
寿
之
▽
同
（
消
防
協
力

者
）
Ⅱ
高
萩
協
同
病
院
青
沼

医
院
滝
川
医
院
永
井
医
院

立
花
医
院
高
萩
市
山
林
防
火

協
会
高
萩
市
防
火
管
理
者
協

議
会
高
萩
地
方
危
険
物
安
全

協
会

▽
市
消
防
長
感
謝
状
（
消
防
協

力
者
）
Ⅱ
吉
田
寅
夫
中
野
目

ス
イ
吉
川
文
隆
永
寿
堂
従

業
員
神
長
啓
飯
島
忠
吉

岩
間
い
ち
鈴
木
た
い
子

▽
消
防
団
長
表
彰
Ⅱ
市
消
防
団

第
二
分
団

防
火
ポ
ス
タ
－

，
．
市
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防

運
動
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

で
小
学
校
七
十
一
点
中
学
校
七

十
一
点
が
あ
り
、
各
学
年
ご
と

に
審
査
の
結
采
、
入
賞
九
人
佳

作
十
一
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
入
賞

木
次
谷
純
子
秋
山
小
一
年

滑
川
め
ぐ
ゑ
東
小
二
年

根
本
和
彦
東
小
三
年

大
崎
亜
木
高
萩
小
四
年

鈴
木
厚
子
秋
山
小
五
年

落
合
弘
子
東
小
六
年

大
森
要
一
君
田
中
一
年

天
貝
理
恵
子
高
萩
中
二
年

作
山
知
恵
子
松
岡
中
三
年

○
佳
作

松
本
美
子
東
小
一
年

山
形
勝
東
小
二
年

皆
川
清
人
秋
山
小
四
年

大
高
基
秋
山
小
四
年

大
高
裕
之
東
小
五
年

神
長
恵
美
束
小
六
年

武
子
尚
武
東
小
六
年

小
峰
正
子
高
萩
中
一
年

田
所
美
智
子
君
田
中
二
年

岡
野
大
樹
松
岡
中
三
年

沼
田
淑
江
松
岡
中
三
年天貝理恵子さんの入賞作品

チ
な
ど
に
し
て
い
た
だ
け
ば

ま
た
、
お
正
月
の
味
が
楽
し

さ
李
圭
，
。

討
語
妙
潮
鯛
畦
唖

神
通
毎
へ
“
あ
い
だ
、
寒
く
て
も

箇
撚
蕊
諦
稚
鴻

溌
難
：
畷
匹
を
」

入
れ
っ
ぱ
な
し
の
衣

て
お
き
ま
し
よ
》
う
。
い
っ
ぺ
ん

に
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
大
仕
事

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

一
日
に
二
枚
か
三
枚
ず
づ
、

仕
事
の
合
い
間
に
片
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け

て
軒
下
に
つ
る
す
方
法
も
い
い

で
し
ょ
う
。
大
げ
さ
に
し
な
い

で
小
じ
ん
ま
り
と
や
っ
て
い
け

ば
、
寒
中
の
寒
さ
も
気
に
し
な

い
で
や
っ
て
し
ま
え
ま
す
。

雪
に
で
も
な
り
そ
う
な
寒
い

曇
り
空
。
せ
ん
た
く
物
が
乾
き

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
梅
雨
ど

き
の
お
む
つ
の
干
し
場
を
思
い

出
し
、
お
へ
や
の
中
で
も
乾
か

せ
る
よ
う
工
夫
し
て
象
ま
し
よ

う
。
廊
下
や
土
間
が
ま
だ
あ
い

て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
お
モ
チ
に
カ
ビ
が

は
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
カ
ビ

が
は
え
た
ら
、
す
ぐ
水
に
つ
け

こ
ん
で
水
モ
チ
に
し
て
お
い
た

方
が
無
難
で
す
。
一
週
間
ぐ
ら

い
毎
日
水
を
換
え
、
カ
ビ
の
に

お
い
が
と
れ
た
ら
、
こ
ま
か
く

砕
い
て
ぬ
れ
ぶ
き
ん
に
包
朶
ふ

か
す
と
、
つ
き
た
て
の
お
モ
チ

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
柔
か
い

う
ち
に
ポ
タ
モ
チ
や
オ
ロ
シ
モ
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一

一
幼
稚
園
か
ら
市
役
所
前
、
横

児
童
手
当
四
月
か
ら
拡
大

山
歯
科
医
院
か
ら
市
役
所
前
、

安
良
川
大
和
田
魚
店
か
ら
Ｋ
Ｄ

忘
れ
ず
に
手
続
き
を

Ｄ
ア
パ
ー
ト
前
ま
で
の
通
路
は

そ
れ
そ
れ
諸
車
安
全
運
転
励
行
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
一
月
一
日
現
在
で
五
歳
未
満
の

地
域
と
し
て
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
る
児
童
の
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
ま
児
童
（
昭
和
四
十
二
年
一
月
ニ

ン
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
す
。
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
）
が

園
児
や
学
童
が
安
全
に
登
下
校
↑
」
れ
ま
で
は
、
三
人
以
上
の
い
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
児
童
の
う
ち
に
、
児
童
手
当
制
こ
と
し
の
四
月
か
ら
は
、
そ
の

し
ま
す
。
度
が
発
足
し
た
昭
和
四
十
七
年
範
囲
が
ひ
ろ
が
っ
て
、
三
人
以

高
萩
小
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

安
良
川
農
協
前
は
一
方
通
行

学
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
安
良
川
信
号
機
が
設
置
さ
れ

た
め
、
高
萩
小
学
校
の
通
学
路
図
の
よ
う
に
安
良
川
農
協
わ
き

の
一
部
が
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
の
道
路
が
一
方
通
行
に
な
り
、

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
図
の
ス
ク
大
和
田
魚
店
前
か
ら
進
入
が
禁

－
ル
ゾ
ー
ン
は
、
日
曜
祭
日
を
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

除
き
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
同
蝿
状
壷
〈
ス
を
除
き
大
型
車
の
進

八
時
三
十
分
ま
で
の
一
時
間
進
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
第
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

函 交
通
規
制
さ
れ
ま
し
た

市報挙り脚榊幽

蕊

識韓
認
坤
壌

錘

争華
鳶葱

識

樫村さん(62才)がんばる
第21回駅伝大会

12月17日第21回体力つくり市民駅伝大会は、

24チームが参加して市役所、関口、和野の円形

コースの31キロ （2周）で健脚を競いました。

一般の部は日本加工製紙A、高校の部は高萩高

校定時制、中学の部は高萩中Aがそれぞれ優勝

しました。また、 62才の樫村清さん（島名高遊

会）＝写真＝がアンカーとして元気にゴールイ

ンし、観衆の拍手に迎えられました。

｜

’

鰡
珊
ヨ
’
１
脚
ヨ

一方通行道協

ｽｸｰﾙソｰ

進入禁止 (IIIII||")

I
険山歯科医I

大fll旧

魚店安良川

農協

if , lz ｜ロ国道 誰ノkI
↓･’J，』

＃
上
の
児
童
の
う
ち
に
、
こ
と
し

の
四
月
一
日
現
在
で
十
歳
未
満

の
児
童
（
昭
和
三
十
八
年
四
月

二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
）

が
い
れ
ば
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
養
育
者

の
収
入
が
、
一
定
の
額
（
た
と

え
ば
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
二

百
三
十
三
万
円
）
を
越
え
る
と

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
、

各
種
の
柵
祉
年
金
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
月
額
は
、
こ
と

し
の
四
月
か
ら
、
三
人
以
上
の

児
童
の
う
ち
出
生
順
に
数
え
て

三
人
目
以
降
の
児
童
で
一
人
に

つ
き
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
市
長
に
認
定
請
求

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
四
月
か
ら
、
新
た

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
や

こ
れ
ま
で
の
額
よ
り
ふ
え
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
す
ぐ
に
請
求

の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

も
し
。
手
続
き
が
四
月
以
後
に

な
り
ま
す
と
、
四
月
分
か
ら
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

"〃〃

：
' 1没IVi

ﾑ . !

、
□
・
三
里
ヒ
ヒ

「
！
’
ｊ
／
上
図
岡高萩'｣､‘1:枝

Ⅷ
高
萩
警
察
署
で
は
、
市
民
の

岬
恐
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

”
き
「
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

小
り
」
を
目
標
に
「
防
犯
連
絡
所
」

岬
を
設
置
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の

州
防
犯
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す

＃
蝿
卸
錐
蠕
烈
祁
辨
稲
を

雀
さ
い
．
氏
名
・
職
業
所

製
字
は
電
話
番
号
で
す
．
絡

岬
（
敬
称
略
）

旧
○
有
明
町
▽
大
和
田
知
之
連

Ⅲ
旅
館
二
○
二
▽
中
村
犯

鍋
斯
零
胆
艤
蓋
防

岬
九
九
▽
鈴
木
滝
次
郎
Ⅱ
浴
場
三

凶
一
二
七
▽
須
田
政
好
Ｉ
ク
リ
ー

山
一
ン
グ
店
二
八
八
七

州
○
高
浜
町
▽
中
山
実
Ⅱ
消
防
長

伽
四
三
八
八
▽
村
田
正
己
Ｉ
市
収

細
入
役
三
九
二
一
▽
鈴
木
勝
正
▽

な
り
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
そ
く

と
も
三
月
ま
で
に
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
や
手
続
き
は

市
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
電
話

二
二
五
○
内
線
二
五
、
二
六
番
）

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

標
語
募
集

第
二
十
九
回
茨
城
国
体
を
明

年
に
ひ
か
え
「
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
高
萩
市
民
運

動
標
語
を
募
集
し
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

標
語
の
主
題

○
美
し
い
環
境
づ
く
り
運
動

○
親
切
に
し
あ
う
運
動

ー

ロ

マ

ロ

【

臣

ｂ

三

一

二

二

ｑ

一

『

Ｐ

、

二

一

二

凸

口

堯

ニ

ワ

“

一

写

一

『

言

守

一

二

二

一

［

一

三

一

」

鈴
木
朝
夫
Ⅱ
国
鉄
職
員
三
八
九
恥

一
▽
藤
田
知
喜
Ⅱ
加
工
紙
ァ
・
〈
叩

－
卜
▽
松
本
三
郎
Ⅱ
市
職
“
岬

○
肥
前
町
▽
岩
崎
義
男
Ⅱ
雑
貨
Ⅷ

商
三
一
○
九

○
東
本
町
△
大
友
一
術
Ⅱ
時
計
脚

、
店
二
七
四
七
△
関
根
義
男
恥

↓
Ⅱ
雑
貨
商
二
八
○
三
耐

要
ご
○
本
町
▽
田
中
晴
雄
Ⅱ
製
伽

だ
材
塞
一
五
五
一
▽
菅
野
勝

〃
１
男
Ⅱ
自
転
車
店
二
五
六
七
州

用
○
春
日
町
▽
下
村
ま
す
所

而
Ｕ
Ⅱ
料
理
店
三
○
七
一
▽
菅
州

毒
蕊
椥
摺
灌
一
造
一
一
州

六
八
四

○
大
和
町
▽
後
藤
好
文
Ⅱ
自
転
岬

車
店
二
三
六
三
▽
鈴
木
藤
雄
Ⅱ
恥

酒
店
二
○
三
五
▽
相
良
征
男
Ⅱ
岬

理
容
店
二
三
五
三
▽
小
豆
畑
隆
州

Ⅱ
薬
局
二
九
○
六
・
三
一
七
九
叩

二

言

ｑ

ｑ

口

二

二

・

４

口

』

」

・

吊

壷

【

二

口

弓

言

ワ

マ

ロ

ワ

ェ

一

・

【

二

宕

■

二

三

Ｐ

・

ワ

ニ

二

口

口

一

『

一

一

二

寺

二

戸

室

二

■

一

二

○
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
親
し
む
通
勤

○
事
故
を
な
く
す
運
動

○
郷
土
を
知
る
運
動

○
時
間
を
大
切
に
す
る
運
動

応
募
沓
格

○
高
萩
市
に
居
住
す
る
者
、
市

内
に
通
勤
通
学
す
る
者

○
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の

○
官
製
は
が
き
を
使
用
し
、
一

枚
に
つ
き
一
点
を
た
て
害
に

し
、
連
動
項
目
の
種
類
を
付

記
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
期
限

昭
和
四
十
八
年
二
月
十
日

送
り
先

市
役
所
内
第
二
十
九
回
国
体

高
萩
市
実
行
委
員
会

問
い
合
せ
先

市
国
体
事
務
局
（
電
話
一
三

五
○
内
線
一
九
番
）
へ

戸戸へ

－，，｡



報市 た か (4）は き（1月号）

市
立
幼
稚
園

市
立
幼
維
園
の
園
児
募
集
を

二
月
一
日
午
前
九
時
か
ら
二
月

七
日
午
後
四
時
ま
で
行
な
い
ま

す
。
入
園
で
き
る
の
は
、
昭
和

四
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
四
十

三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
に
限
り
ま
す
。

入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
一

月
二
十
九
日
か
ら
各
幼
稚
園
で

願
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

住
民
票
謄
本
一
通
を
添
え
て
、

騨
溺
蟷
彗
を
募
集

野
鳥
を
保
護
し
よ
う

飼
う
と
き
は
許
可
を
受
け
て

野
生
の
烏
を
、
か
つ
て
に
つ
す
。

か
ま
え
た
り
飼
っ
た
り
す
る
こ

県
知
事
の
許
可
を
受
け

と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
う
こ
と
の
で
き
る
野
烏
は

れ
て
い
ま
す
が
ご
存
じ
で
す
か
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
パ

家
庭
で
野
鳥
を
飼
う
に
は
、
野
林
袴
討
一
四
冠
や
穆
蜘
唇
睡

烏
の
種
類
を
決
め
て
県
知
事
の
す
。
そ
れ
以
外
の
野
鳥
に

捕
獲
許
可
を
受
け
て
か
ら
抽
推
て
は
環
境
庁
長
官
の
許
可

を
し
、
あ
ら
た
め
て
飼
育
許
可
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
象

の
申
請
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
ん
や
近
く
の
家
、
知
り
合

す
。
そ
の
際
野
鳥
一
羽
に
つ
き
ど
で
ま
だ
許
可
な
し
に
野

百
五
十
円
の
手
数
料
が
必
要
で
と
っ
た
り
飼
っ
た
り
し
て

す。

お
し
ら
せ
Ｌ
お
し
ら
せ
封

、

‐

▽掌℃・

醜・距牲

匙‐

ウ
ン
ド
東
電
話
三
五
四
九
番
）

烏
を
保
護
し
よ
う
で
鮨
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｔ
ｆ
鯵
／

閏
、
三

ｆ
／
ら
ト
ー
三

で
お
た
で

’

市では、幼稚園教諭を募

県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
飼
集
し
ま
す
。

う
こ
と
の
で
き
る
野
烏
は
、
メ
○
受
付
期
間
一
月
二
十
日
か

ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
バ
リ
、
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

ヤ
マ
ガ
ヲ
、
ウ
ソ
、
マ
ヒ
ワ
、

○
受
雌
資
格
昭
和
四
十
八
年

ホ
ホ
ジ
ロ
の
七
種
類
に
限
り
ま

三
月
短
大
卒
業
兄
込
恐
の
者

す
。
そ
れ
以
外
の
野
鳥
に
つ
い
藤
で
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
取

て
は
環
境
庁
長
官
の
許
可
が
必

得
見
込
承
の
者

催
雑
唾
”
唾
詩
や
轆
齪
諦
唯
灌
○
試
験
筆
記
試
験
お
よ
び
面

接
、
ピ
ア
ノ
実
技
を
行
な
う

坐
壷
嘩
咋
錆
珂
雄
皿
匪
斬
・
嶋
灌
○
試
験
期
日
二
月
中
旬
（
応

募
者
に
通
知
す
る
）

人
が
い
た
ら
、
正
し
い
手
統
き

を
し
て
飼
う
よ
う
に
お
し
え
て
○
試
験
場
所
市
中
央
公
民
伽

○
採
用
予
定
者
二
名

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
野
鳥
は
一
世
帯
三
羽
”

相
談
日
あ
ん
な
い

ま
で
し
か
飼
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い

く
わ
し
い
こ
と
や
手
続
き
は
○
｜
般
市
民
相
談

高
萩
林
業
指
導
所
（
高
浜
グ
ラ

毎
日
市
民
相
談
室

期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
申
保
育
所

し
込
承
く
だ
さ
い
。
こ
と
し
の
四
月
、
新
し
く
保

な
お
、
秋
山
幼
稚
園
に
つ
い
育
所
に
入
る
お
子
さ
ん
の
葬
雄

て
は
、
市
教
育
委
員
会
で
事
務
を
、
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
月

を
行
な
い
ま
す
。

十
日
ま
で
市
福
祉
事
務
所
で
受

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
け
付
け
ま
す
。
入
所
で
き
る
の

委
員
会
学
務
課
（
電
話
二
二
五
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
て
家
庭

○
内
線
一
二
四
・
二
番
）
ま
た
は
で
何
か
の
事
情
で
保
育
が
で
き

直
接
幼
枇
園
に
お
問
い
合
せ
く
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。

だ
さ
い
。

入
所
ご
希
望
の
方
は
、
市
編

◎
募
錐
人
員
祉
事
務
所
で
申
請
書
を
お
波
し

第
一
幼
稚
園
一
二
○
人
し
ま
す
か
ら
、
前
年
度
課
税
状

束
幼
稚
園
八
○
人
況
証
明
書
（
市
税
務
課
発
行
）

松
岡
幼
稚
園
四
○
人
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

秋
山
幼
稚
園
四
○
人
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福

幼
稚
園
教
諭
の
募
集

市
政
に
対
す
る
苦
情
。
要
望

意
見
・
そ
の
他

○
行
政
相
談

２
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
３
時
市
民
相
談
室

○
交
通
事
故
相
談

２
月
狸
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
中
央
公
民
館

交
通
事
故
専
門
の
相
談

○
心
配
こ
と
相
談

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
館

家
庭
内
の
心
配
ご
と
全
般

○
家
庭
児
童
相
談

毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
研
修
会
館

児
童
の
心
配
ご
と
全
般

○
援
護
事
務
巡
回
相
談

２
月
１
日
（
火
）
午
前
加
時

か
ら
午
後
３
時
市
役
所

旧
軍
人
・
軍
属
お
よ
び
戦
没

者
の
遺
族
、
海
外
引
揚
者
な

ど
に
対
す
Ｚ
相
談

○
厚
生
年
金
相
談

祉
事
務
所
社
会
係
（
電
話
一
三

五
○
内
線
二
五
・
二
六
番
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
人
員

市
立
高
萩
保
育
所

三
才
以
上
児
六
○
人

市
立
秋
山
保
育
所

三
才
末
油
児
七
人

三
才
以
上
児
六
三
人

私
立
同
仁
束
保
育
所

三
才
未
満
児
一
八
人

三
才
以
上
児
七
二
人

私
立
聖
徳
保
育
所

三
才
未
満
児
三
一
人

三
才
以
上
児
四
八
人

（
昭
和
四
十
七
年
中
）

善
意
銀
行
預
託

◎
小
野
弘
岳
さ
ん
Ⅱ
水
川

一
○
○
、
○
○
○
Ⅲ

◎
高
萩
商
店
迎
合
サ
ー
ビ
ス
会

ス
タ
ン
プ
会
。
専
門
店
会

五
○
、
○
○
○
円

◎
高
萩
市
大
津
会二

、
○
○
○
円

◎
高
萩
高
等
学
校
三
年
三
組

一
○
、
一
四
九
円

◎
木
村
ガ
ラ
ス
店
Ⅱ
安
良
川

一
○
、
○
○
○
円

◎
助
け
合
い
グ
ル
ー
プ

四
○
、
八
八
○
円

◎
え
ん
が
い
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

ク
ラ
ブ
一
○
、
二
八
六
円

◎
山
形
昭
夫
さ
ん
Ⅱ
秋
山

一
、
○
○
○
円

◎
松
本
基
さ
ん
Ⅱ
下
君
田

五
○
、
○
○
Ｃ
円

◎
鈴
木
殿
雄
Ⅱ
県
児
茄
柵
祉
司

五
、
○
○
○
円

◎
小
野
和
典
Ⅱ
安
良
川

五
、
○
○
○
円

日
本
赤
十
字
社
へ

◎
松
木
基
さ
ん
Ｉ
下
君
剛

五
○
、
○
○
○
円

歳
末
た
す
け
あ
い

◎
み
の
わ
技
芸
学
院
職
員
生
従

一
同
一
二
、
三
三
七
円

◎
明
る
い
街
づ
く
り
惟
進
協
誰

会
三
一
、
○
一
五
円

◎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

七
三
、
二
五
○
円

。
助
け
合
い
グ
ル
ー
プ

菫
写
〆
可
昔
》

２
月
即
日
（
水
）
午
前
皿
時

か
ら
午
後
２
時
市
商
工
会
館

厚
生
年
金
に
関
す
る
州
談

二 1 ， ． ， 1 ' .'l ロ , J， ． ’ , ﾛ '.，‘ 1 1 ･ ﾛ〃｡ Ⅱ ロ ロ ノ , . ’ & L， ‘ , ． 'ノ ’ 1 . ｡〃』 ’ 1 , 1, , 11 , 1

号 市の人口と世帯数
二

言 昭和48年1月1日現在
三

二 人口 29．963人

二
男 14， 730人

皇
女 15． 233人

言

ヱ 世帯 7． 974世帯
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三
○
、
五
○
九
円

◎
高
萩
中
学
校
教
職
員
生
徒
一

同
五
、
三
九
三
円

中
央
公
民
館
図
書
費

◎
田
中
晴
雄
さ
ん
Ⅱ
本
町

二
○
、
○
○
○
円

◎
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一
○
○
、
○
○
○
円

◎
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
‐
ク
ラ
ブ

五
○
、
○
○
○
円

老
人
い
こ
い
の
家
備
品
費

◎
石
安
太
郎
さ
ん
Ⅱ
春
日
町

一
○
○
、
○
○
○
円

物
品
そ
の
他

◎
フ
ジ
ヤ
眼
鏡
店
Ⅱ
大
和
町

市
役
所
窓
口
へ
老
眼
鏡
五
組

◎
佐
藤
園
芸
Ⅱ
束
本
町
小
学

七
校
へ
花
苗
木
一
○
五
本

◎
作
新
園
芸
Ⅱ
行
人
塚
市
役

所
花
だ
ん
へ
草
花
五
○
鉢

◎
永
山
公
平
さ
ん
Ⅱ
大
和
町

東
駅
公
園
へ
シ
ュ
ロ
三
本
ほ

か

◎
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

束
駅
公
園
一
基
、
中
央
公
民

館
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
二
本
、
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
十
個

◎
高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ヅ
ク
ス
十
個

本
紙
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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